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認知症支援チームの活動と各府県士会の動き 
 

松下 太(まつした ふとし) 大阪府士会 

 

2015年に「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」が策定さ

れ、その 7つの柱のうち「認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護

等の提供」を実現するために「認知症初期集中支援事業」が誕生した。ま

た、2019年には認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を

目指し認知症の人や家族の視点を重視しながら「共生」と「予防」を車の

両輪として施策を推進する「認知症施策推進大綱」が定められた。このよ

うな時代背景を基に認知症の人に対する作業療法も、病院や施設での介入

のみならず、地域共生社会の中での作業療法士へのニーズが高まってい

る。 

 近畿作業療法士連絡協議会では、これら認知症施策に対応するために、

平成 25年度より各士会から代表者を選出しワーキングチームを編成して

いる。このチームでは、各士会での認知症関連事業の進捗状況確認や、研

修会内容の情報交換、連絡協議会として年に 1回の研修会の開催等、定期

的に活動を行ない、認知症施策に関する連携を深めている。また、平成 28

年度には、日本作業療法士協会から認知症アップデート研修を各士会で進

めていくことが示され、各士会がこれに取り組み、領域を飛び越えた多く

の会員が認知症に対応できる知識や技術を研鑽してきたが、各士会によっ

ては更に特色のある認知症関連事業に取りかかっているところも散見され

るようになり、それぞれの士会の特徴というものが現れつつある。このよ

うな中で、それぞれの士会の特徴をさらに盛り上げていくことはもちろん

であるが、先駆的に取り組まれている他の士会の事業を共有し、参考にし

ていくことで、近畿 2府 4県の作業療法士会の認知症に関する事業の底上

げにも繋がっていくと考えられる。 

 当日は、各士会における認知症関連事業に関する前年度の報告と今年度

の事業計画についてと、近畿作業療法士連絡協議会の「認知症支援チー

ム」の今後の活動予定について報告する。 


